
＊１　三重県の紀南病院・消防・医師会による「紀南救急勉強会」。2014 年から、地元の医療従事者が参加する「紀南メディカルラリー」を開催。
＊２　医療従事者がチームで参加し、模擬の災害現場で救急活動を競う競技会。

　
医
療
分
野
の
地
域
連
携
は
、
14
年
度
に
地

域
の
医
療
従
事
者
に
よ
る
勉
強
会
（
＊
１
）

に
、生
徒
が
誘
わ
れ
た
の
を
機
に
始
ま
っ
た
。

救
急
救
命
士
の
速
水
敏
人
さ
ん
を
代
表
と
す

る
勉
強
会
の
ス
タ
ッ
フ
は
、「
人
の
役
に
立

ち
た
い
」
と
熱
心
に
参
加
す
る
生
徒
に
感
動

し
、メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー（
＊
２
）の
高
校
生

版
「
紀
南
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
甲
子
園
」
を

企
画
（
写
真
１
）。
同
校
を
含
む
地
域
の
複

数
の
高
校
が
参
加
す
る
大
会
と
し
、
毎
年
夏

に
開
催
し
て
い
る
。「
命
と
真
剣
に
向
き
合
う

高
校
生
の
姿
に
い
つ
も
涙
が
流
れ
ま
す
。
私

た
ち
も
改
め
て
命
の
貴
さ
を
思
い
、
も
っ
と

人
の
役
に
立
つ
た
め
に
学
び
直
そ
う
と
意
欲

が
湧
い
て
き
ま
す
」と
、速
水
さ
ん
は
語
る
。

　
医
療
ゼ
ミ
は
、勉
強
会
や
大
会
を
通
じ
て

懇
意
と
な
っ
た
医
師
や
看
護
師
、卒
業
生
の

医
療
従
事
者
等
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
地
域
ゼ
ミ
で
行
っ
た
新
宮
市
役
所
の
職

員
と
生
徒
と
の
座
談
会
で
は
、「
こ
の
道
は

危
な
い
の
で
ミ
ラ
ー
を
つ
け
て
ほ
し
い
」と
、

自
転
車
で
通
う
高
校
生
ら
し
い
意
見
が
出

さ
れ
た
。
総
務
課
の
畑
下
鎮
男
さ
ん
は
、「
ゼ

ミ
は
市
民
で
あ
る
高
校
生
に
地
域
理
解
を

促
す
と
と
も
に
、
行
政
に
と
っ
て
は
多
様
な

市
民
と
語
り
合
い
、
よ
り
よ
い
市
政
を
考
え

る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、
地
域
ゼ
ミ
の

意
義
を
語
る
。
そ
の
観
点
か
ら
新
宮
市
役
所

で
は
、
ゼ
ミ
へ
の
協
力
を
職
員
研
修
の
１
つ

に
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
近
畿
大
学
附
属
新
宮
高
校
・
中
学

校
は
、２
０
２
１
年
度
か
ら
、地
域
と

連
携
し
、「
放
課
後
ゼ
ミ
」を
開
講
し

て
い
る
。同
ゼ
ミ
は
、医
療
系
志
望
者

対
象
の「
医
療
ゼ
ミ
」、地
域
活
性
化

を
テ
ー
マ
に
し
た「
地
域
ゼ
ミ
」、
教

師
志
望
者
対
象
の「
教
育
ゼ
ミ
」、近

畿
大
学
と
連
携
し
て
水
産
の
研
究
を

行
う「
水
産
ゼ
ミ
」の
４
つ
か
ら
成
る
。

中
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生
を
対
象

に
、月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
て

お
り
、希
望
者
が
通
年
で
参
加
す
る

ほ
か
、地
域
人
材
の
講
演
会
な
ど
は

全
生
徒
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
、

進
路
意
識
の
醸
成
も
図
っ
て
い
る
。

　
医
療
ゼ
ミ
で
は
、医
療
従
事
者
に
よ

る
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、大
学
入

試
の
面
接
支
援
な
ど
を
地
域
と
連
携

し
て
実
施
。医
療
系
学
部
・
学
科
の
合

格
者
数
の
増
加
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　
地
域
ゼ
ミ
で
は
、
主
に
公
務
員
を

目
指
す
生
徒
が
地
域
活
性
化
や
地
域

貢
献
に
つ
い
て
学
ぶ
。
22
年
度
は
、

新
宮
市
の
観
光
地
を
巡
る
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
や
「
熊
野
魅
力
再
発
見
コ

ン
テ
ス
ト
」
へ
の
参
加
、
新
宮
市
役

所
や
那
智
勝
浦
町
役
場
の
観
光
担
当

職
員
と
の
座
談
会
な
ど
を
実
施
し
た
。

写真１　「紀南メディカルラリー甲子園」
では、「地震発生時に介護施設の入居者を
避難させる」などの設定で、自ら判断して
対応することができるかを競う。

取
り
組
み
の
概
要

地域や医療の実態などを学ぶゼミが、
生徒も地域も活力を得る場に

和歌山県・私立近畿大学附属新
し ん ぐ う

宮高校・中学校

新
宮
市
役
所
　総
務
部
総
務

課
職
員
係
係
長

畑
下
鎮
男 

は
た
し
た
・
し
ず
お

２
０
２
１
年
度
か
ら
放
課
後

ゼ
ミ
に
か
か
わ
る
。

熊
野
市
消
防
本
部
　救
急
救
命
士

速
水
敏
人  

は
や
み
・
と
し
ひ
と

２
０
１
４
年
度
か
ら
同
校
と

連
携
。

和歌山県
新宮市

那智勝浦町

三重県熊野市

命
や
地
域
課
題
に

真
摯
に
向
き
合
う
生
徒
の
姿
が
、

地
域
人
材
の
活
力
に
な
る
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地
域
連
携
の
成
果
は
、進
路
実
績
や
生
徒

の
進
路
選
択
に
表
れ
て
い
る
。学
校
推
薦
型

選
抜
に
お
け
る
三
重
大
学
医
学
部
の
地
域

枠
や
、
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
の
地
域
【
紀

南
】枠
な
ど
の
設
置
も
あ
り
、医
療
系
学
部

や
教
育
学
部
に
毎
年
一
定
数
が
合
格
。
公

務
員
志
望
の
生
徒
は
、以
前
は
公
務
員
試
験

を
見
据
え
て
法
学
部
に
進
学
す
る
者
が
多

か
っ
た
が
、
ゼ
ミ
で
地
域
課
題
に
向
き
合
っ

た
経
験（
写
真
２
）か
ら
、地
域
創
生
や
街

づ
く
り
な
ど
の
将
来
像
を
具
体
的
に
持
っ

て
学
部・学
科
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
学
卒
業
後
に
地
元
に
戻
り
、医
療
や
行
政

に
携
わ
る
卒
業
生
も
出
て
き
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、
ゼ
ミ
の
活
動
を
い
か
に

し
て
継
続
・
拡
大
す
る
か
だ
。
現
在
の
活
動

は
担
当
の
教
師
や
地
域
人
材
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
。「
生
徒
の
募
集
や
地
域
人

材
と
の
連
絡
、
講
師
の
確
保
な
ど
、
様
々
な

業
務
を
ど
の
よ
う
に
軽
減
す
る
か
が
、
地
域

連
携
を
継
続
す
る
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
、
榎
本
先
生
は
語
る
。

　
そ
こ
で
、
地
域
人
材
と
の
連
絡
な
ど
、
教

師
が
担
う
業
務
の
一
部
を
生
徒
が
担
当
す

る
こ
と
を
検
討
中
だ
と
、池
上
校
長
は
語
る
。

　「
地
域
連
携
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
生

徒
が
、
大
学
卒
業
後
に
地
元
に
戻
っ
て
母
校

の
教
育
活
動
を
支
え
る
と
い
っ
た
循
環
を

つ
く
る
こ
と
で
、
持
続
的
に
地
域
連
携
を
行

え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
」

　
紀
南
地
区
を
代
表
す
る
進
学
校
の
同
校

は
、10
年
前
か
ら
地
域
へ
の
人
材
の
還
流
を

教
育
目
標
の
１
つ
に
掲
げ
て
い
る
。
14
年
度

に
始
ま
っ
た
医
療
分
野
で
の
地
域
連
携
以

降
、有
志
の
教
師
を
中
心
に
、地
域
と
連
携
し

た
進
路
学
習
を
推
進
す
る
、教
師・公
務
員
志

望
の
生
徒
対
象
の
教
育
活
動
に
発
展
し
た
。

　
そ
し
て
21
年
度
、一
連
の
活
動
を
学
校
の

特
色
の
１
つ
と
す
る
た
め
、４
つ
の
ゼ
ミ
に

再
編
し
た
。進
路
指
導
部
長
の
榎
本
圭
吾
先

生
は
、「
医
療
現
場
や
地
域
に
つ
い
て
知
る
こ

と
で
、生
徒
の
中
で
郷
土
愛
や
課
題
意
識
が

醸
成
さ
れ
、地
域
に
戻
る
人
を
増
や
す
と
と

も
に
、生
徒
が
大
学
入
試
の
志
望
理
由
書
や

面
接
に
お
い
て
、自
分
の
強
い
志
を
語
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」と
語
る
。

　
医
療
ゼ
ミ
で
は
、
医
療
従
事
者
が
現
場
の

過
酷
な
状
況
を
生
徒
に
率
直
に
伝
え
る
。
生

徒
に
と
っ
て
は
医
療
分
野
に
進
む
覚
悟
を

持
て
る
か
ど
う
か
の
場
で
あ
り
、
進
路
選
択

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
防
止
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
医
療
分
野
の
多
様
な
職
種
の
従

事
者
が
講
師
を
務
め
て
く
れ
る
利
点
は
大

き
い
。「
現
場
で
重
視
さ
れ
る
チ
ー
ム
医
療

の
素
養
を
育
む
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

幅
広
い
人
材
と
出
会
え
る
の
も
地
域
連
携

の
よ
さ
で
す
」と
、池
上
博
基
校
長
は
語
る
。

　
大
人
と
の
交
流
は
生
徒
の
自
己
肯
定
感

も
高
め
て
い
る
。
地
域
ゼ
ミ
担
当
の
大
石
泰

義
先
生
は
、「
観
光
や
防
災
に
関
す
る
生
徒

の
様
々
な
提
言
に
、
職
員
の
方
は
耳
を
傾
け

て
く
れ
ま
す
。
生
徒
も
そ
れ
に
応
え
、
地
域

に
役
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
て

い
ま
す
」
と
語
る
。

写真２　世界遺産「熊野古道」を有する新
宮市。国内外から大勢の観光客を迎える立
場を踏まえて、高校生と市役所職員が意見
を述べ合った。

地
域
人
材
と
の
連
絡
な
ど
に
も

生
徒
が
か
か
わ
る
こ
と
で
、

持
続
可
能
な
地
域
連
携
に

幅
広
い
地
域
人
材
と
の
交
流
が
、

生
徒
の
進
路
へ
の
視
野
を
広
げ
る

校
務
広
報
部
長

大
石
泰
義 

お
お
い
し
・
や
す
よ
し

同
校
に
赴
任
し
て
30
年
目
。

地
域
ゼ
ミ
担
当
。
地
理
歴
史
・

公
民
科
。

進
路
指
導
部
長

榎
本
圭
吾 

え
の
も
と
・
け
い
ご

同
校
に
赴
任
し
て
20
年
目
。

医
療
ゼ
ミ
担
当
。
英
語
科
。

校
長池上

博
基 

い
け
う
え
・
ひ
ろ
き

同
校
に
赴
任
し
て
30
年
目
。

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　

国
公
立
大
は
、静
岡
大
、三
重
大
、大
阪

教
育
大
、
神
戸
大
、
和
歌
山
大
、三
重
県
立
看
護
大
、
奈
良
県
立
大
、
和
歌
山

県
立
医
科
大
な
ど
に
23
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
明
治
大
、
同
志
社
大
、
立

命
館
大
、関
西
医
科
大
、関
西
大
、
近
畿
大
な
ど
に
延
べ
１
７
９
人
が
合
格
。

設
立	
１
９
６
３（
昭
和
38
）年

形
態	
全
日
制
／
普
通
科
／

	
共
学
　

生
徒
数	

１
学
年
約
１
１
０
人

学校概要

〈本コーナーは隔号連載です。次回は２月号の予定です〉

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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